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• 2019年の重大製品事故受付件数は、合計１２２２件。

死亡 重傷 火災 一酸化炭
素中毒

後遺障害 計(うち火災による
死亡)

(うち火災による
重傷)

燃焼器具 14 (14) 3 (0) 138 3 0 158(13%)

ガス機器 7 (7) 3 (0) 70 3 0 83(7%)

石油機器 7 (7) 0 (0) 68 0 0 75(6%)

電気製品 12 (10) 21 (2) 592 0 0 625(51%)

その他 12 (0) 394 (0) 32 0 1 439(36%)

合 計 38
(3%)

(24) 418
(34%)

(2) 762
(62%)

3
(0%)

1
(0%)

1222
(100%)

注）：被害件数の合計を受付件数の合計数に一致させている。このため、
・「火災」の件数からは、「火災」かつ「死亡」（24件）、「火災」かつ「重傷」（2件）の件数を差し引いている。火災事故として報告された件数は788件となる。
・「一酸化炭素中毒」の件数からは、「一酸化炭素中毒」かつ「死亡」 （1件）の件数を差し引いている。
・死亡者のほかに重傷者も発生した事故は、「死亡」として計上している。

2019年の重大製品事故受付件数
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2019年に多数の報告があった重大製品事故（一発二錠のハンドルロック転倒事故）

• ブリヂストンサイクル社が生産した自転車の盗難防止用ハンドル錠「一発二錠」（後輪鍵を掛けると、同時にハ
ンドルが固定される設計の鍵）の不具合により、「一発二錠」を搭載した自転車・電動アシスト自転車が走行
中に突然ハンドルが動かなくなり、転倒する事故が多発。

• 6月24日に対象となる「一発二錠」搭載車の使用中止の注意喚起を経済産業省・消費者庁から実施するとと
もに、無償交換のリコールが開始。

破損した状態正常な状態

「一発二錠」のハンドルを固定する機構が組み込まれたケースが破
損した状況で使用すると、走行中に突然ハンドルが動かなくなり、使
用者が転倒する可能性がある。





















製品安全対策優良企業表彰（PSアワード）

• 製品安全に積極的に取り組んでいる製造・輸入・小売事業者、各種団体を「製品安全対策優
良企業」として表彰。

• 事業者の製品安全に関する取組を評価し、安全に向けた意識の向上を促進。
• 事業活動や消費生活において製品安全を重要な価値として位置付ける「製品安全文化」の定

着を図り、製品安全が持続的に向上していく、安全・安心な社会をつくることを目的。

令和元年度の受賞企業
○大企業 製造事業者・輸入事業者部門
技術総括・保安審議官賞 株式会社リコー
優良賞 株式会社サマンサタバサリミテッドジャパン

○特別賞
NTTタウンページ
株式会社榎本金属製作所

○中小企業 製造事業者・輸入事業者部門
大臣賞 山本光学株式会社
優良賞 アイリスオーヤマ株式会社

○大企業 小売販売事業者部門
優良賞 株式会社カインズ

○中小企業 小売販売事業者部門
優良賞 ふとんのにしなか

（写真）表彰式の様子
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製品安全対策ゴールド企業およびフォローアップについて

 経済産業大臣賞を計3回受賞した企業は「製品安全対策ゴールド企業」として認定。
 製品安全対策ゴールド企業認定から5年経過ごとに、認定時の取組が引き続き維持されてい

るか、審査委員会でフォローアップを実施。
 ロゴマークにはフォローアップを受けた回数に応じて星マークが追加。

○大企業 製造事業者・輸入事業者部門
株式会社バンダイ（平成27年度）
ＹＫＫ ＡＰ株式会社（平成29年度）

○中小企業 製造事業者輸入販売事業者部門
株式会社相田合同工場（平成27年度）
アキュフェーズ株式会社（平成29年度）

○大企業 小売販売事業者部門
株式会社イトーヨーカ堂（平成27年度）

製品安全対策ゴールド企業（認定年度）

今年度フォローアップをうけた製品安全対策
ゴールド企業（認定年度）

○大企業 小売販売事業者部門
上新電機株式会社（平成26年度）

フォローアップ版ロゴマーク通常版ロゴマーク

（写真）フォローアップ通知時の様子
（左）上新電機株式会社 金谷代表取締役兼社長執行役員
（右）製品安全課 原課長
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